
産　　業

（４）農　　業

１．専業兼業別農家数、農家人口

農　　　家　　　数 農　　家　　人　　口

総　数 専　業 第１種兼業 第２種兼業 総　数 男 女 うち農業専業者

639 84 69 486 3,081 1,493 1,588 1,436

632 68 66 498 3,079 1,475 1,604 1,466

638 61 63 514 3,063 … … … 

619 55 64 500 3,006 1,454 1,552 1,389

594 50 72 472 2,815 1,362 1,453 1,316

481 43 43 395 2,275 1,100 1,175 1,107

433 40 37 356 2,053 987 1,066 981

396 18 14 161 1,884 925 959 … 

396 29 22 119 1,650 810 840 … 

339 27 19 124 … … … … 

資料：

※平成22年世界農林業センサスには農家人口の掲載はない。

２．経営耕地面積

総　　　数 田 畑 樹　園　地

a a a a

23,828 19,451 2,917 1,460

23,378 18,715 3,076 1,587

22,540 18,150 2,956 1,434

21,858 17,354 2,872 1,632

19,767 15,943 2,377 1,447

17,953 14,528 1,957 1,468

15,700 12,112 1,989 1,599

14,561 11,095 1,827 1,639

9,573 7,177 1,059 1,337

9,458 7,116 1,078 1,264
資料：

この表は「大阪府農林業統計調査」、「農林業センサス」により農家について調査した結果である。ここでいう農家とは、経営耕地面
積が10ａ以上または10ａ未満（昭和60年までは５ａ以上または５ａ未満）であっても過去１年間の農産物販売額が５万円以上（昭和49
年）、７万円以上（昭和50～54年）、10万円以上（昭和55、60年）、15万円以上（平成２年、７年、12年、17年）の耕種、養畜を営む世
帯である。専業農家とは世帯の中に兼業従事者がいない農家を、兼業農家とは兼業従事者がいる農家をいう。兼業農家のうち農
業所得が兼業所得より多い農家を第１種兼業農家、兼業所得の方が多い農家を第２種兼業農家という。なお調査期日は、各年２
月１日現在である。
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大阪府総務部統計課「大阪府農林業統計調査結果報告」。ただし、昭和55年、平成２年、12年、22年は「世界農林業センサス結果報告
書」、昭和60年、平成７年は「農業センサス結果報告書」、平成17年は「農林業センサス結果概要」。

※専業、第１種兼業、第２種兼業の数値については、経営耕地面積30ａ以上または農産物販売額が50万円以上である販売農家に限っ
ているため、それらの計は総数に一致しない。

年　　　　次

昭和 52 年　

53

17

22

大阪府総務部統計課「大阪府農林業統計調査結果報告」。ただし、昭和55年、平成２年、12年、22年は「世界農林業センサス結果報告
書」、昭和60年、平成７年は「農業センサス結果報告書」、平成17年は「農林業センサス結果概要」。

※平成17年については、経営耕地面積30ａ以上または農産物販売額が50万円以上である販売農家の経営耕地面積である。
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